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学位論文題目  

小児集中治療室（PICU）のファシリティマネジメント研究 

（英訳又は和訳 A Study on Facility Management of PICU） 

本研究は、Pediatric Intensive Care Units(以下 PICU; 小児集中治療室)の計画・運用に関わる研究で

あり、一連の研究は 2011 年の卒業研究に端を発している。当時は、現在と比較して PICU は新しい

概念であり病床数も少なく整備の指針を得ることが急務であった。そこで全国の PICU を対象に調査

を実施し得られた知見を報告した。その内容が本研究の核となる部分である。 

本研究の目的は、PICUについて建築計画的な観点から評価を行い、課題を発見し改善を提案する

事である。この目的を達成する為、計画と運用の観点からアンケート調査や視察調査、ホームペー

ジ調査やシミュレーションを実施し、得られた知見に基づいて PICU について評価・改善提案を実施

した。 

第１章「序論」では、本論文の背景や PICU 整備の状況、本研究の目的と方法を示した。 

第 2 章「小児専門病院の事例」では、既往研究を概観し小児病棟に関する知見を得たうえで、調

査研究を行った小児専門病院について分析を行っている。 

第 3 章「PICU の計画」では、PICU のアンケート調査や視察ヒアリング調査から得られた知見の

分析を行ったうえで、特に課題があると考えられるベッド周りの作業領域について、オープンベイ

と個室病室のそれぞれについて分析・考察し必要とされる領域幅について検証している。また、患

者家族を中心とした医療の概念に基づいて面会の状況について、ホームページやブログ調査を実施

し、家族中心ケア FCC の課題について考察している。米国とシンガポールの PICU についても視察

しており、その特徴と参考となる知見についても明らかにしている。 

第 4章「PICUの評価と改善提案」では、ファシリティマネジメント標準業務を参考に第 3章で得

られた知見に基づく、評価・改善提案を実施しているほか、改善に向けた具体的な取り組みとして

計画に携わった PICUにおける三次元モデルを用いた提案を行った。 

そして、最終章となる第 5章では研究の総括を行った。 

なお、本研究で得られた研究成果は、愛知県大府市に 2016年に建設された、あいち小児保健医療

総合センターの新しい救急棟 3階の PICU計画に活用されている。同 PICU は、東海 3県における最

大規模(16床)の施設として整備されたものである。 

結論として、現状の PICUに対する改善提案としては「壁面装飾の充実」「個室を中心とした計画」

「ベッド中心間距離／個室内内法幅の確保」が考えられる。また、得られた知見を活かすための手

法として 3次元モデルを用いたプレゼンテーションが有効であることも示している。 

本研究で得られた知見と成果は、学術的のみならず実用的にも活用できるものと考えている。 
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